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アスベストが原因？ 

悪性胸膜中皮腫の治療に光 
アスベスト（石綿）が主な原因とされる難治性の希少がん「悪性胸膜中皮腫」の患者

に、新しい治療法の可能性が開けたと広島大学が発表した。ヒトの体内でつくられる多

数のマイクロＲＮＡ（核酸の一種）の中から、がん細胞を強力に老化させる種類を発見。

それを成分とした新しい核酸医薬「ＭＩＲＸ００２」の臨床試験で、安全性が確認され

た。 

 広島大大学院医系科学研究科の田原教授ら４人が記者会見した。新医薬「ＭＩＲＸ０

０２」は、がん細胞に老化促進のマイクロＲＮＡ「ｍｉＲ－３１４０－３ｐ」を補充す

る。「老化のスイッチ」を入れることで、がんの進行を抑える。マイクロＲＮＡがん治

療薬として世界で初めて安全性が実証されたとしている。 

 悪性胸膜中皮腫の患者を対象にした投与試験で、臨床上問題となる副作用は認めら

れず、最高用量まで安全に投与可能であることが示された。複数回の投与試験でも「副

作用が軽く安全に投与可能である」という主要目的を達成した。 

 研究グループは、田原教授が社長兼ＣＥＯを務めるベンチャー企業「パームエックス 

セラピューティックス」（本社・広島市）と共同で、これらの試験を２０２２～２５年

に広島大病院、近畿大病院、兵庫医科大病院で実施した。 

 今後、海外を含む次段階の臨床試験をするため、国際的な治験体制の構築を始めてい

る。３１～３２年には国への承認申請をめざしたいとしている。 

 悪性胸膜中皮腫の国内患者は３０年頃をピークに年間約３千人に達すると予測され

ている。田原教授は「実用化を急ぎ、１日でも延命できるような薬をつくりたい」と話

している。（新聞報道より） 
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【主な経過】 

〇５月２７日 建設アスベスト裁判 １１時～ 

〇６月 ２日 第２回運営委員会 １０時～ 

〇６月２７日 「中皮腫・アスベスト疾患・患者と家族の会」第２３回全国総会（東京） 

〇７月 ３～４日 ハラスメント相談会 １０時～１８時 

〇７月 ７日 第３回運営委員会 １０時～  

〇７月１３日 建材メーカー訴訟 １３時３０分～ 高松地裁 

〇７月１５日 アスベスト弁護団会議 １０時～ 

〇７月１７日 建設アスベスト裁判 １０時３０分～ 

 

改正労災保険法が成立 

      農林水産業に強制適用 
農林水産業の小規模な事業主への労災保険の強制適用などを柱とした改正労災保険

法が７月１０日、参院本会議で賛成多数により可決、成立した。新たな適用対象は最大

約２２万事業主に上るとみられる。また、労災で亡くなった人の配偶者らが受け取る遺

族補償年金に関する年齢要件を撤廃することや、脳・心臓など一部疾患における労災の

時効延長も盛り込んだ。   

厚生労働省によると、労災保険は原則、労働者を雇用すれば強制適用される。しかし、

労働者が５人未満の農業など小規模な農林水産業は実態把握が困難といった理由から、

「暫定任意適用事業」として任意での加入が認められていた。 

近年、農業などの第１次産業での労災が深刻化していることを受けた措置で、労働者

保護の観点から、労災保険への加入を義務付けた。（新聞報道より） 

 

全国初、首都圏建設アスベスト訴訟 

東京３陣が東京地裁で和解 
  ２０２６年６月２６日（金）に首都圏建設アスベスト訴訟・東京３陣が東京地裁で第

６回目の和解期日をむかえ、全国で初となる、地裁（一審）段階での和解を勝ち取った。

１度の判決も得ず、被告メーカーが和解に同意し、「謝罪」を盛り込んだ和解条項を受

け入れた事は、１８年を超える訴訟闘争が勝ち取った大きな成果である。被害の苦しみ

を抱えながら先頭に立って闘う原告の仲間に改めて敬意を表すものである。 

東京３陣は２０２０年に提訴し、東京地裁において６年間の審理を重ねてきた。今回

和解に至った原告は、被災者単位で１００人中１２人であり、人数を見ると少数である

と感じられるが、この勝利和解は今後の訴訟闘争と全国の闘いに大きく寄与し、影響を

与えるものである。（マスコミ報道より） 
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声    明 

－建設アスベスト訴訟東京３陣の和解成立－ 

１．本日、東京地方裁判所民事第３１部（裁判長堀内元城裁判官）にて、建設アスベス

ト東京３陣訴訟の原告の一部についての和解が成立した。和解内容は、被告Ａ＆Ａ

Ｍ、同ノザワ及び同ニチアスらが原告１６名（被災者１２名）に対して、お詫びする

とともに不法行為責任に基づき和解金総額１億８９１０万円を支払い、被告神島化

学工業、同ＤＡＩＫＥＮ、同日本インシュレーション、同エム・エム・ケイは、被災

者に対し弔意ないしお見舞いの意を表明するというものである。他方、その余の原告

（被災者単位８８名）らは和解成立に至らず、２０２６年８月２８日午後３時に判決

期日が指定された。 

２．東京３陣訴訟は、２０２０年３月４日に東京地裁に提訴した（原告１２７名、被災

者１００名）。その後、２０２１年５月１７日に最高裁判所が先行の東京１陣訴訟に

関して国及び建材メーカーらの責任を認める判決を言い渡した。この最高裁判決を

受けて締結された国と原告団との基本合意に基づき、東京３陣訴訟の被災者９９名

が国との間では和解した。しかし、被告建材メーカーらは東京３陣訴訟でも責任を争

ったため５年の審理を経て２０２５年７月１６日に結審した。結審時に、東京地裁

は、和解による解決が望ましい旨を表明した。 

３．その後、２０２５年８月７日に、先行訴訟である東京１陣訴訟及び同２陣訴訟が東

京高裁にて一審原告（被災者計３１６名）と建材メーカーとの大規模な和解が成立し

た。 

この高裁和解を踏まえて、東京地裁は、２０２５年１２月２４日、和解対象の原告

１０５名(被災者単位９４名)のうち被告４社（被告Ａ＆ＡＭ、同ニチアス、同ノザワ

及び同ＭＭＫ）の不法行為責任を認めて和解対象の９割を救済する和解案を提示し、

その後和解協議が行われてきた。その結果、上記被告建材メーカーらは和解した原告

ら及び被災者遺族に対してお詫びと弔意とお見舞いを表明して和解したものである。

原告の一部のみとはいえ、地方裁判所段階で和解が成立したのは全国でも初めての

事例であり、第一審での早期救済が図られたことは一歩前進と評価できる。また、こ

の間、さいたま地裁及び京都地裁でも和解協議も進められており、一審段階での和解

成立が期待される。 

他方、被告ノザワを除く被告建材メーカーらが大部分の原告について裁判所和解

案に応じなかったことは被害者の早期救済に背を向けるものにほかならず、強く抗

議をする。 

４．和解が成立しなかった原告については判決が言い渡されるが、改修解体作業者及び

屋外作業者も含めて被告建材メーカーらの責任について判断が示される。のみなら

ず、２００４年１０月１日以降に石綿建材の改修作業に従事した原告について国の

責任も判断される。神奈川１陣最高裁判決が国の違法責任の終期を２００４年９月

３０日と判示していることから、東京地裁が国の賠償責任を認容するか否か注目さ

れる。 
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５．以上のとおり、一部の原告とはいえ地裁段階での和解が成立したことは前進と評価

できる。この前進を、われわれは建材メーカーが建設アスベスト補償基金に拠出して

被害者に裁判することなく補償するための建設アスベスト給付金法改正につなげて

いくよう取り組みを強める所存である。 

２０２６年６月２６日 

首都圏建設アスベスト東京３陣訴訟原告団 

首都圏建設アスベスト東京３陣訴訟弁護団 

首都圏建設アスベスト訴訟統一本部 

 

 岡山県の２０２５年の労働死傷災害は 

２３３７件３年連続で２３００件超 

高齢者や外国人労働者が増加傾向 
岡山労働局のまとめによりますと、２０２５年に岡山県で起きた労働災害のうち、労

働者が業務中にけがをしたり亡くなったりした死傷災害は２３３７件（前年比＋１件）

で、３年連続で２３００件を超えた。このうち死亡災害は１８件で、前年より５件増え

た。 

事故の型別では、転倒が５８９件（前年比＋４６件）で全体の約２５％と最も多く、

続いて墜落・転落が３９２件（前年比＋３２件）、動作の反動・無理な動作が３９０件 

（前年比＋５件）などとなっている。 

岡山労働局は、高止まりが続いている要因として人手不足や人材の流動化のほか「労

働者の高年齢化」などがあるとしている。２０２５年に発生した労働災害のうち６０代

以上の人が占める割合は３０．３％で、２０１９年以降初めて３割を超えた。 

また、外国人労働者の労働災害も２０２３年が９０件のところ、２０２４年が１０３

件、２０２５年が１２０件と増加傾向にあるとしている。 

岡山労働局は、国が２０２６年４月に施行した高年齢者の労働災害防止のための指針

に基づき、特に小売や社会福祉施設などの業種で行動災害（転倒・腰痛）防止への指導

啓発や補助金の活用促進のほか、建設業でのパトロール実施、外国人労働者への教育指

導の徹底などを行うとしている。（新聞報道より） 

 

【当面する取り組み】 

〇８月 ２日 アスベスト健康被害相談会 １０時～１２時 「りぶら」 

〇８月 ２日 中皮腫・アスベスト疾患・患者と家族の会 岡山支部 

       ２０２６年度 定期総会 １３時３０分～ 「りぶら」 

〇８月 ４日 第４回運営委員会 １０時～ 

※当労安センターの顧問をされている大槻先生が、がん罹患者の経験談を冊子にま

とめる準備を始められています。 


